
Ⅱ　ダイバーシティ推進センター事業について

１．事業の概要

長崎大学は、平成27年度に文部科学省科学技術人材育成
費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（特色型）」に採択され、研究者のライフイベント及びワー
ク・ライフ・バランスに配慮した研究環境の改善やそれに
向けた学内の意識改革、女性研究者の裾野の拡大、女性研
究者の研究力向上・上位職登用を実現させるため、様々な
取組を進めてきました（実施期間：平成27年度～令和２年
度）。
また、令和元年度には文部科学省科学技術人材育成費補
助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先
端型）」に採択され、これまでの取組を前提として、さら
に高い目標を掲げ、女性研究者の海外派遣や当該者の帰国
後の活躍促進を踏まえたより広いダイバーシティ研究環境
を実現する取組を進めています。
全教職員のより一層徹底したダイバーシティの理解促進
にむけた学習プログラムの開発・実施、女性上位職の少な
い医療分野において働き方改革を進めることを通して、よ
り広いダイバーシティ研究環境の実現を目指します。また、
女性研究者サポートオフィスの設置、海外派遣支援制度を
中心とした包括的な「女性研究者サポートプログラム」の
設定を行い、女性研究者の上位職への登用を促進するため、
次の取組を進めました（実施期間：令和元年度～令和６年
度）。

１．�管理職、教職員、学生それぞれを対象とした系統的な「ダイバーシティ推進学習プログラム」を開発し、管
理職及び教職員に対して受講の義務化を図ることで、より広いダイバーシティ研究環境の形　成へ向け意識
改革を進める。

２．�これまで進めてきた「働き方見直しプログラム」を働き方改革の実施が難しいとされる医療・医学研究分野
の大学病院へ導入し、女性研究者はもとより、全体のワーク・ライフ・バランスを推進し、全国の医療・医
学研究機関への高い波及効果を目指す。

３．�女性研究者の上位職登用の推進を目指し、本学の教授選考プロセスのガバナンスを背景に「海外派遣支援制
度」を創設するとともに、研究休職制度に女性枠を設定し、海外派遣支援制度の利用促進を図ることで、女
性研究者の上位職への登用を促進する。
・女性研究者の新規採用者率38％を達成
・女性研究者の在籍率27％を達成
・女性研究者の上位職登用の増加
・学長・理事・副学長・学長補佐相当５人
・教授ポスト19％を達成

４．これまで実施してきたライフイベントサポートプログラムを発展的に継続し、女性研究者を支援する。

本事業実施にあたり、学長を議長とするダイバーシティ研究環境推進会議が、事業の実施、運営等に関する事項
について審議し、本事業の遂行体制を構築します。事業の計画・実施は、ダイバーシティ推進センターとセンター
内委員会であるダイバーシティ未来構想委員会、ライフイベント支援専門委員会、働き方見直し推進委員会および
ダイバーシティ推進学習プログラム委員会が中心となり進めています。
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２．女性研究者支援

２－１　女性研究者サポートオフィス

１．オフィスの概要
ダイバーシティ推進センター内に、女性研究者サポートオフィスを開設し、これまで実施してきた女性研究者支
援に新たにサポートプログラムを加え、研究活動や心理面からサポートします。具体的には以下の業務を行ってい
ます。

・海外派遣支援
・英語論文等作成支援
・若手研究者の育成
・女性研究者ネットワーク
・未来に羽ばたく女性研究者賞
・相談窓口（キャリア相談）

２．オフィスの取組の発信
女性研究者サポートオフィスの周知には、リーフレッ
トを制作し配布しています。
これまでサポートオフィスが行ってきた支援の成果をより多くの人々に向けて２種類の動画を発信しています。

⑴　女性研究者が語る研究力
長崎大学の女性研究者たちの研究力発信のために、女性研究者自身が語る「研究力」というテーマで５名の動画
を制作しました。長崎大学で活躍する様々な女性研究者に、自身が考える「研究力」について、その研究力をどの
ように形成してきたのか語っていたただきました。

以下の５名の先生方のご協力をいただきました。� 令和４年３月制作
氏名 役職（当時） 所属（当時）
山吉麻子 教授 生命医科学域（薬学系）
作田絵里 准教授 総合生産科学域（工学系）
中村梨沙 助教 熱帯医学研究所
吉田ゆり 教授 人文社会科学域（教育学系）
矢内琴江 准教授 ダイバーシティ推進センター
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⑵　女性研究者の研究成果紹介
サポートオフィスが行っている海外派遣支援を受けて、海外での研究調査や国際学会に参加した女性研究者17名
を対象に、支援を受けた研究の内容や成果を、英語または日本語で紹介する動画です。

以下の17名の先生方にご協力いただきました。� 令和４年３月制作
氏名 役職（当時） 所属（当時）
内野成美 教授 人文社会科学域（教育学系）
榎景子 准教授 人文社会科学域（教育学系）
小川さやか 助教 保健センター
大西眞由美
川崎涼子

教授
准教授

生命医科学域（保健学系）
〃

近藤能子 准教授 総合生産科学域（水産学系）
坂井詠子 助教 生命医科学域（歯学系）
佐藤啓子 准教授 生命医科学域（歯学系）
五月女さき子 准教授 生命医科学域（歯学系）
昔宣希 准教授 総合生産科学域（環境科学系）
髙村敬子 准教授 生命医科学域（医学系）
田中貴子

Mika�Laura�Nonoyama
准教授
共同研究者

生命医科学域（保健学系）

Nurgaliyeva�Lyailya 助教 人文社会科学域（多文化社会学系）
佛坂由可 講師 病院

Mussazhanova�Zhanna 助教 原爆後障害医療研究所
金子美穂 助教 生命医科学域（医学系）

以上の制作した動画は、ダイバーシティ推進センターのホームページに掲載しています。また、オープンキャン
パス、長崎大学の受験生向けページ「何！？これ長大」や長崎大学高大接続公式アカウントInstagram（ナガツナ）
でも、本動画を紹介しています。

さらに、グローバル推進機構主催企画「ナビゲーター」にも、本動画にご協力いただいた６名の先生方が選出さ
れ、ホームページ上で紹介されています。
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⑶　女性研究者ネットワークの設立
女性研究者が、研究活動や教育活動に関する情報を自由に共有したり、仕事上やライフイベント上の悩みなどを
共有し合いながら、研究力を高め合うためのネットワーク作りを強化するために、女性研究者のオンラインサロン
を構築しました。

概要
長崎大学の各部局における女性研究者数は依然少なく、自分の専門分野以外の研究者との交流が乏しいため、女
性研究者は孤立しやすい状況にあります。また、日常的に安心して自分の仕事上の悩みを相談できる機会や場がな
い現状があります。日々の研究・教育活動に追われる中で、支援情報に幅広くアンテナを張ることも困難です。そ
こで、オンライン上で、女性研究者どうしが、研究活動、職場、ライフイベント等について、もっと気軽に自分の
困りごとを話せたり、女性研究者どうしがつながったり、研究支援情報をいち早く入手できるオンラインサロンを
開設し、女性研究者の孤立化を防ぐことで、研究活動の活発化を支えます。

対象
長崎大学の女性研究者（専任の教員、特任研究員、博士後期課程、修士課程の院生など）

主な内容
２つの既存のツールで構築されています。登録すると、Zoomyでは情報発信・情報検索が、Slackではコミュニティ
をつくりながら自由にコミュニケーションが行えます。
現在、研究活動、イベントなどの内容についてブログ形式の投稿やそれに対する登録者によるコメントなどのや
りとりができます。今後は、より多くの方に活用していただけるよう、イベントなどと連動しながら登録者を増や
し、女性研究者の交流の活発化、共同研究の実現へと後押ししてまいります。
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２－２　女性研究者の海外派遣等を通じた上位職登用の推進

女性研究者の上位職登用、昇進などを促進するために「女性研究者サポートオフィス」をダイバーシティ推進セ
ンター内に設置し、「女性研究者サポートプログラム」として、以下の支援事業を令和元年10月より開始しました。
このサポートプログラムは、研究力をつけて早い段階で上位職への登用を可能とし、次世代のロールモデルとなり
うる即効性のある取組と、若手研究者を育成・支援する長期的展望での取組の両方を目的としています。

1．女性研究者サポートプログラム

女性研究者海外派遣制度

【支援の概要】
女性研究者が海外の研究機関・教育機関において研究を行い、高度な研究力、国際性及びリーダーシップ力を
身につけることを目的とする。
【対象者】

①本学の女性の常勤教員（有期雇用含む）または特任研究員、外国人研究員
②海外派遣に関して海外派遣希望者が所属する部局の長の承認を得た者
③海外派遣後に本学のダイバーシティ研究環境形成のための事業に協力できる者
④帰国後、１年以内に本学との労働契約が終了しない者

【支援内容】
海外派遣支援
（海外派遣期間）長期：６月を超え１年以内
　　　　　　　　中期：１月を超え６月以内
（助 成 内 容）旅費：長期100万円、中期70万円が限度額
　　　　　　　　　　　（ただし、渡航費が限度額を超える場合は渡航費のみ支給）
　　　　　　　　代替教員人件費：派遣中の非常勤講師の謝金（旅費除く）、18時間まで補助可能

【利用状況】
支援項目 申請人数 採用人数 支援人数
長　期 ０ ０ ０
中　期 １ １ １
計 １名 １名 １名

女性研究者英語論文等作成支援制度

【支援の概要】
女性研究者に対し、海外派遣の研究成果のまとめや今後の海外派遣につながるように英語論文校正・校閲費用
の一部を助成することで、論文投稿の機会拡大を図り、本学の女性研究者の研究力強化と国際的な認知度の向上
につなげる。
【対象者】

本学に所属する女性研究者（常勤教員（有期雇用を含む）、助手、特任研究員を優先）
【支援内容】

本学において行われた研究に関する英語論文で以下のいずれかに該当するもの
①�申請者自身が筆頭著者もしくは責任著者（corresponding�author）である国際学術論文の校閲費（原則とし
てImpact�Factor（IF）付きの学術雑誌・Journalに投稿予定のもの）
②センター長が必要と認めたもの

（助成内容）
校正費・校閲費：原則１人当たり10万円（消費税を含む）を上限
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【利用状況】
・利用者の内訳（延人数）

利用者職名 人数
教　授 １
准教授 ５
講　師 ３
助　教 ５
助　手 １
医　員 １
計 16名

ダイバーシティ推進センター事業について

－ －21



２－３　女性研究者の研究力向上、ネットワークづくり

女性研究者が、自身の研究力をのばし、その力を発揮して、より良い研究活動・教育活動を牽引していくリーダー
となり、組織の中核を担っていくためには、女性研究者が安心して活躍できる環境の整備が不可欠です。特に、い
まだに女性研究者の人数は少なく、孤立しやすい状況を解消して、研究力を互いに高め合うためのネットワークが
重要であると考えます。そこで、オンライン上で女性研究者同士が交流を主に行い、女性研究者のネットワークづ
くりのサポートを行いました。

⑴　女性研究者のオンラインサロンの構築
オンライン上で女性研究者どうしが自由に情報発信・交流のできるシステムを令和３年度に構築
（＊19ページを参照）
⑵　オンラインカフェの実施
分野を超えた女性研究者同士の交流、若手研究者や、研究職に関心のある学部生に向けたロールモデルの発信を
目的に、女性研究者が自由に語り合うオンラインカフェを開催

第１回オンラインカフェ

【日　時】令和６年９月26日（木）14：30－15：30
【場　所】Zoom
【参加者】10名
【内　容】�海外留学・研究の実現について、２人の話題提供者からお話し

していただき、参加者と自由に語り合う。
【話題提供者】
　　　　医歯薬学総合研究科　生命薬科学専攻　助教　吉田さくら
　　　　多文化社会学部　多文化社会学科　　　助教　福田紗耶香

【開催内容】
今回、海外留学・研究の実現をテーマにして、オーストラリアでの国際
共同研究のご経験のある吉田さくら先生、オランダでの海外留学のご経験
のある福田紗耶香先生にご協力いただき、オンラインカフェを開催した。
最初に参加者全員で簡単な自己紹介をして、各々の海外経験や関心事を共
有した。教員の参加者の中には、長期あるいは短期の海外経験のある参加者がいた。学生の参加者の中には、今後
留学を考えている人が多く、語学の勉強の仕方や、留学先の選定のことなどに関心があるとのことだった。
吉田先生の専門は薬学で、必須微量元素であるセレンがヒトの体内に入った際の代謝に関する研究に取り組まれ
ている。科研費・国際共同研究強化に採択され、2023年～ 2024年にかけて14 ヶ月、オーストラリアン・シンクロ
ントロンでの実験を行うため、オーストラリアのアデレードに長期海外出張という形で研究滞在された。そのため、
長崎大学の業務をオンラインで行いながら、一方でアデレード大学の研究室で実験をされていた。
福田先生の専門は比較教育学と地域研究で、オランダにおける多文化状況に着目し、教育格差是正のための保育
制度に関する研究に取り組まれている。オランダには学部生の頃から関心があり、2015年から2016年にライデン大
学に交換留学をした。学振の若手研究者海外挑戦プログラムを活用し、2021年から2022年の４ヶ月間は、ユトレヒ
ト大学に滞在した。この２回目の滞在は、コロナ禍のため、当初の予定から大幅な変更を余儀なくされた。
参加者からは、渡航前にどのような語学学習（英語のスピーキング、英語と第２外国語の両立の仕方など）に関
する質問、留学先の選定（今自分が学んでいる分野と異なるものを海外で学んでも良いか？）などの質問があった。
また家族を帯同しての海外留学についての質問もあった。それらに加えて、話題提供者のお２人からは、滞在の準
備としてどのように住む場所を決めたのか、滞在中の困った経験などについてもお話していただいた。参加してい
る教員の中にも、海外での長期研究滞在の経験や、短期留学の経験などが共有された。最後に、海外に滞在するこ
とで得たダイバーシティ推進に関する気づきとして、日本とは異なりもっと緩やかに働く人々の姿のお話などが
あった。
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【参加者からの感想】
⃝　�意外と自分と同じ悩みを持たれていることが分かり、安心した。留学に行く目的がなく、不安だったが、行

きたい気持ちが大きくなった。
⃝　�何がきっかけで海外に留学に行くか、またその時期は人それぞれだということに気が付いた。
⃝　�英語はできるのが普通なのだと分かった。今回は留学がメインのお話だったので、アカデミアに残ることに

不安はなかったかなどの回があれば参加したいなと思った。
⃝　�先生方の留学時の生活のことや、留学までの準備等をお伺いできて良かったです。
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２－４　学長と女性研究者との懇談

7月5日（金）13時30分～ 15時、ダイバーシティ推進センターが主宰し、永安学長、森口理事、ダイバーシティ
未来構想委員会で活動する女性研究者で、本学の女性研究者の活躍、ダイバーシティ推進のこれからについて、自
由に議論する懇談会を開催しました。当日は、センター内のプレイルームを会場に、矢内副センター長の司会進行
で、和気あいあいとした意見交換の時間となりました。学長からは、プラネタリーヘルスの実現に向けてはそれぞ
れのアプローチや思いで取り組んでほしいという思いが語られました。また参加者から質問されたLGBTQ当事者
の教職員に向けた環境整備について、学長は全教職員の意識改革を進めていく必要性を指摘しました。そして参加
者とのディスカッションの中で大学を担う人材育成の充実に話が及ぶと、学長からは「ゆくゆくは女性学長が誕生
するようになってもらわないといけない」という発言がありました。また懇談後は、センターが運営する「文教お
もやい保育園」を見学しました。
この懇談会の様子は、記事や動画に編集し、センターや大学ホームページで広く周知しました。

【日　時】令和６年７月５日（金）13時30分－15時
【場　所】ダイバーシティ推進センター　プレイルーム
【参加者】※敬称略�
永安　武　学長
森口　勇　理事（総務担当）
安武敦子　�副学長（学生担当）／教授（総合生産科学域（工学系））

／ダイバーシティ未来構想委員
作田絵里　教授（総合生産科学域（工学系））
木村眞実　教授（人文社会科学域（経済学系））
昔　宣希　准教授（総合生産科学域（環境科学系））
吉田朝美　准教授（総合生産科学域（水産学系））／学長補佐
門脇知子　�副学長（ダイバーシティ担当／ダイバーシティ推進セン

ター長）／教授（生命医科学域（歯学系））
矢内琴江　副センター長／准教授／コーディネーター（ダイバーシティ推進センター )�
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２－５　女性研究者の裾野拡大

ロールモデル集

ダイバーシティ推進センターでは、長崎大学に所属し、あるい
は本学で学び、様々な分野において活躍している女性研究者の姿
をロールモデルとして提示することで、若手女性研究者が上位職
を目指すきっかけ作りや、女性研究者の更なる活躍推進を図るた
め、長崎大学女性研究者ロールモデル集を発行しています。
ロールモデル集は、様々な場所で活躍する女性研究者に、これ
まで経験した苦労や仕事のやりがい、女性研究者のキャリア、長
崎大学の魅力、海外留学や海外における研究活動の経験、研究と
子育ての両立、チャレンジすることの大切さ等、様々なテーマに
ついてインタビューを実施し、次世代の方々に向けて語っていた
だいたメッセージをまとめています。

ロールモデルⅥ（2021）ロールモデルⅤ（2020）

ロールモデルⅣ（2015）
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動画作成

学術研究の発展のために、多様性は不可欠の要素です。しかし、依然として理農工系分野の進路や研究者のキャ
リアを選択する女性は少なく、研究現場は男性研究者に偏っている現状です。本学においても総合生産科学域にお
ける女性研究者・女子学生の少なさは大きな課題です。
そこで、本学の理農工系分野を卒業した女性の若手社会人や、大学院で活躍する女性大学院生に、ロールモデル
として自身の仕事や研究活動について紹介してもらう動画を令和５年度に作成しました。この動画を女子中高生や
学部生に広く周知して視聴してもらうことで、自身の進路選択の参考とし理農工系への進路に関心をもってもらう
きっかけとなることを期待し、今年度、県内の中学校・高校に動画紹介のチラシを配付しました。また、オープン
キャンパスの関係学部においてもチラシを配付しました。さらに長崎大学公式YouTubeチャンネルにも掲載しま
した。このような働きかけを行いながら、性別に関係なく誰もが活躍する大学を実現していきたいと考えています。
動画には以下の11名にご協力いただきました。

工学研究科　総合工学専攻　電気電子工学コース 博士前期課程１年
工学研究科　総合工学専攻　情報工学コース 博士前期課程１年
工学研究科　総合工学専攻　構造工学コース 博士前期課程１年
工学研究科　総合工学専攻　構造工学コース 博士前期課程１年
工学研究科　総合工学専攻　社会環境デザイン工学コース 博士前期課程１年
工学研究科　総合工学専攻　化学・物質工学コース 博士前期課程２年
工学研究科　総合工学専攻　化学・物質工学コース 博士前期課程１年
水産・環境科学総合研究科　環境海洋資源学専攻　環境科学コース 博士後期課程２年
水産・環境科学総合研究科　環境海洋資源学専攻　環境科学コース 博士後期課程１年

長崎大学�研究開発推進機構�学術研究支援室
工学研究科　生産システム工学専攻
博士後期課程�修了者

工学研究科　生産システム工学専攻　電気情報工学コース 博士後期課程３年

� （所属・学年は動画作成時の令和５年度のもの）
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３．ダイバーシティ研究環境の形成

３－１　ダイバーシティ推進学習プログラム

１．「ダイバーシティ推進学習プログラム」の概要
ダイバーシティとは、性別、人種、国籍、宗教、障がい、性的指向、年齢など個人や集団の間で違いを生み出す
可能性のあるあらゆる要素である多様性を理解し、包含することであると、長崎大学は定義します。この定義を長
崎大学の教職員すべてが理解し、「無意識のバイアス」を除去すると同時に、ダイバーシティ環境によりイノベーショ
ンを生み出す環境作りに向け、それぞれの立場が必要な行動に向けて考え、コンセンサスを持つことができるよう
な積極的な取組として、ダイバーシティ推進学習プログラムを開発し、受講の義務化を目指します。また、ダイバー
シティ環境を進める次世代の研究者を育てるための取組として、学部生・大学院生用のプログラムの開発を行い、
プログラムの修了者を増やします。
本プログラムは、すでに長崎大学で行われていたダイバーシティ関連の研修を整理し、体系的に学習できるよう
再構成しました。Stage １の基礎編では、e-learningによってアンコンシャス・バイアスについて基礎知識を理解し
ます。これは、全ての学生・大学院生、教職員が対象で教職員については受講が義務化されています。続いて、よ
り理解を深めるために、Stage ２、３では各論をオンラインや対面などの学習により年に１編以上の受講を推奨し
ています。さらにStage ４は管理職に焦点化したe-learningを用意しています。また、IAT（潜在的連合テスト）と
ダイバーシティアンケート調査を、学習プログラムの事前事後に実施することで、学習の効果測定を行います。

ダイバーシティ推進センター事業について
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２．ダイバーシティ推進学習プログラムの開講と受講状況
令和４年４月に本プログラムは開講しました。本プログラムは、
長崎大学「ダイバーシティ推進学習プログラムの実施に関する指
針」に基づき、本学の学生、教職員に対し、ダイバーシティ（多様
性）の正しい理解と多様性を尊重する社会人としての意識の醸成を
促すものです。アンコンシャス・バイアス講座（基礎知識編）の
e-learning（動画）の基礎知識編は全教職員、管理職編は管理職者
※は受講必須となっています。また、「人権・ダイバーシティ」に
関する本学のSD研修を年一編以上受講することを促しています。

※�ここで言う管理職とは、学長、理事、監事、副学長、学長特別補佐、学長補佐、学部長、副学部長、教授、附属
学校長、船長、部長級、課長級、係長級の職員をいう。
（補足：課長、係長級職員の定義）
区分 事務系 技術技能系 医療系
課長相当以上 部長、課長、室長 部長、課長 副看護部長、看護師長、栄養室長
課長補佐・専門員 課長補佐、室長補佐 機関長、班長、専門員 副薬剤部長、副放射線技師長、

副検査技師長
係長・専門職員 主査、係長、専門職員 主査、専門職員

※技術職員含む
看護師長、主任～

受講状況　　　　　　　　　�（令和６年３月21日時点）
IAT回答者数 4,749人
アンケート回答者数 4,375人

e-learning受講者数（令和７年３月１日時点）※視聴率95％以上を受講者としている

３．SD研修
【目的】
ダイバーシティ推進学習プログラムは、ダイバーシティ研究環境を実現するため、本学の学生、教職員に対し、
ダイバーシティの正しい理解と多様性を尊重する社会人としての意識の醸成を促し、誰もが学習、仕事に専念でき
る環境を整えることを目的としています。この目的のため、本学構成員は無意識の偏見を自覚し、ハラスメントや、
人としての尊厳を侵害する行為の防止・対策に真摯に取り組み、育児や介護などにより時間的な制約を持つ人、障
がいをもつ人や性的マイノリティなどにより生きづらさを感じている人への配慮ができる資質、能力を身につける
ことを促します。その一環として、月に１度のセミナーを開催し、ダイバーシティに関する基本的な理解を促し、
ダイバーシティ社会の実現に向けて多様な視点から職場の課題を捉え、職場の構成員の多様性が活きる働き方を考
えます。

　　アンコンシャス・バイアス講座（基礎知識編）　　　　アンコンシャス・バイアス講座（管理職編）
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【研修内容】

実施日 研修名
（実施方法）

講師 概要 受講者数（人）

当日
参加

後日
配信

４月 e-learning アンコンシャス・バイアスに関する基礎
知識の理解を促す。

－ －

５月28日
16:00-17:00

ダイバーシティ・
インクルージョン
＆エクイティの視
点と大学�（Zoom）

矢内琴江
（ダイバーシティ推
進センター准教授）

DE＆Iの基本的な理解となぜ今大学に
とってこの視点が必要なのかについて説
明する。

29 33

６月19日
14:30-16:00

留学生との関わり
から学ぶ多文化共
生� （Zoom）

夛田美有紀
（留学生教育・支援
センター准教授）

大学の中で起こる「多文化共生」をめぐ
る困難や問題を例にあげながら、どのよ
うに解決していけるのか、実際の取組事
例などを紹介しながら考える。

26 17

７月18日
13:00-14:15

中堅リーダーのメ
ンタリングと働き
がい� （Zoom）

林麗桂
（経済学部助教）

組織における中堅リーダーの働きがいに
つながるメンタリングのあり方について
話していただく。

39 28

８月１日
14:30-16:00

男性の産後うつ
� （Zoom）

竹原健二氏
（国立成育医療研究
センター研究所政策
科学研究部部長）

「男性の産後うつ」の実態、原因、影響
等について話していただき、誰もが健康
に子育てに取り組むことができる職場環
境について考える。

31 23

９月11日
14:00-15:30

元気なうちから、
これからの生き方
や人生の最期を考
える� （Zoom）

土屋知洋氏
（長崎市医師会理
事）

これからの生き方や人生の最期を、どこ
でどのようにして迎えたいか、事前に考
え、大切な人や家族と話し合うことは大
事なことであり、今後をより良く生きる
ヒントについて「人生会議」「元気なう
ちから手帳」をもとに講義していただく。

45 36

10月18日
14:30-16:00

「怒りの感情に振
り回されない５つ
の対処法：「黙っ
て我慢する」以外
の対処法を知り、
怒りの気持ちから
開放されよう」
� （Zoom）

本間季里氏
（合同会社オフィス
Esteem）

アンガー（怒り）に注目し、自分自身の
怒りや、人びとの感情などについて理解
を深め、怒りを適切にコントロールする
方法を学ぶ。

60 57

11月６日
14:30-16:00

アロマンティック
やアセクシュアル
を知る～一人ひと
りができること、
大学ができること
～� （Zoom）

三宅大二郎氏、
中村健氏（As�Loop）

恋愛・性愛の多様性についての基本的な
こと、そして私たちの社会が持っている
恋愛・性愛の「当り前」が、どのように
人を傷つけたり、生きづらくさせたりし
ているのかを学ぶ。また、どのようにし
たら誰もが安心して学び働くことのでき
る大学を作っていくことができるのかを
考える。

30 18
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実施日 研修名
（実施方法）

講師 概要 受講者数（人）

当日
参加

後日
配信

12月15日
10:30-12:30

海洋分野における
働き方の未来
� （対面）

竹下千代太氏
（株式会社天洋丸・
代表取締役社長）
ほか

海が抱える、海洋汚染や地球温暖化など
による海洋資源の毀損、さらには漁業の
担い手不足という課題に対して、海の豊
かさを守りながら、私たちが生きていく
ために、海の仕事にどのような未来を描
いたらいいか一緒に考える。

121 －

１月29日
16:00-17:30

キャンパス・ハラ
スメントの実態と
防止対策－個々人
がすべきこと、大
学がすべきこと
� （Zoom）

北仲千里氏
（広島大学ハラスメ
ント相談室准教授）

先進的な取り組みを進めている広島大学
ハラスメント相談室の専任教員である北
仲千里准教授を講師に迎えて、キャンパ
ス・ハラスメントの実態と対策の仕方に
ついて話していただく。

126 60

２月27日
14:00-15:30

「がんを経験した
看護師が気付いて
築いたおしごとの
はなし～ピアメイ
ドであふれる社会
を目指して～」
� （Zoom）

柴田敦巨氏
（猫舌堂創設者、ブ
ランドマネージャー）

仕事をしながら、がんの治療をされ、医
療従事者と患者の立場を経験された柴田
氏に、ワークライフバランスの実際をお
伺いするとともに、がんの治療に対して
正しい知識を持てるよう、学ぶ機会とす
る。

46 12

３月６日
14:00-16:10

JSTダ イ バ ー シ
ティ研究環境実現
イニシアティブ
（先端型）最終報
告会「新たなス
テージに進むため
に」� （Zoom）

JST（先端型）を活
用された女性研究者
の方々や働き方見直
しを実施された病院
関係者の方々

今年度はJSTダイバーシティ研究環境実
現イニシアティブ（先端型）の最終年度
にあたるため、６年間の取組を総括し、
さらなるダイバーシティ推進のための課
題と展望を報告する。

64 －

【参加者の感想】
⃝　�平等と公平の違いについて、自分の中であまりはっきりとした説明をすることが難しかったが、本日の研修
で図を示していただきながら話をしてもらい、それぞれの視点、違いについて十分に理解することができた
と思う。学生と関わる上で、仕事に役立つことができると思う。（５月SDセミナー）

⃝　�留学生と接する際には、言語化することが大切ということを学んだため、実際に接する場面において活かし
たい。また、問題の組織内共有、組織での対応についてはどのような問題についても有効だと思うため、活
かしたいと思う。（６月SDセミナー）

⃝　�一人一人が心がけることで、職場全体の労働環境の改善に繋がると思うので、まずは自分から。（７月SDセ
ミナー）

⃝　�子どもが就学後の父親のあり方の情報があまりなく父親が孤立している状況であることをきいて、確かに母
親に対する情報はあふれるほどあるが前段の情報はあまりないなぁと思いました。ロールモデルもなく何を
どうした方がいいのか具体的にわからない状況なんだと初めて知りました。すごく興味深い内容でおもしろ
かったです。ありがとうございました。（８月SDセミナー）
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⃝　�動画で、「もっと話しておけばよかった」という息子さんの言葉が印象に残りました。延命治療等の話まで
はしなくても、まずは大切な人と話す機会をこれからもっと大事にしていきたいと思いました。また、医師、
看護師、施設の人等、色んな立場から意見を言ってもらえるのはありがたいことだと感じました。困った時
は一人で抱えず、色んな人に相談してみたいと思えました。（９月SDセミナー）

⃝　�「怯えた態度をとらない」や「話し合いが出来る関係になっておく」「自分の要求があれば、繰り返し伝える」
という点が大切だなと感じました。職場でのコミュニケーションが難しいなと感じていたので、とても参考
になりました。（10月SDセミナー）

⃝　�性の多様性について“すべてが言葉になるわけじゃない”という講師の言葉が印象に残った。仕事をするうえ
で、曖昧なものを抱える辛さ、不安を聴くことがあるため、知識を増やすこと、自分の想像力に幅を持たせ
て行きたいと改めて思った。（11月SDセミナー）

⃝　�いろんな環境（自然、働き方、意識・・等）の変化に応じて、手さぐりでも強い思いでチャレンジしながら
進めていかれている姿に感動しました。なので、自身も固定観念や前例にとらわれず柔軟な考え方を持てる
ようになりたいと思いました。（12月SDセミナー）

⃝　�ぼんやりと世界、国際社会で働きたいと考えている高校生に是非聴かせたい講演でした。キャリア教育とい
う観点からも働くとはどういう事なのか、ダイバーシティとは何なのか考えるきっかけになってくれたと思
います。（12月SDセミナー）

⃝　�ハラスメントといってもグラデーションのようになっていて、人それぞれの感じ方、捉え方があることを念
頭にコミュニケーションを取らなければならないと痛感致しました。（１月SDセミナー）

⃝　�色々なケースの話をきかせていただき正直そういうケースもあるのかと感じたところもありました。自分で
は気づかないことでも相手は違う思いをしているかもしれないので気をつけたいと思いました。（１月SDセ
ミナー）

⃝　�日常のコミュニケーションにおいて、相手の価値観や感じ方を尊重し、無意識のうちにハラスメントになら
ないよう配慮できればと思いました。特に指導や指摘の際には、相手の立場を考えた伝え方を意識できるよ
うになれればと思いました。（１月SDセミナー）

⃝　�自身の経験から想像以上の経験をされたかと思いますが、それをプラスに捉え前向きに活動していることが
心に刺さりました。病気になろうが健康でいようが、自分の人生が楽しかったと悔いなく振り返られるよう
に生きたいと思います。（２月SDセミナー）

⃝　�ひとりひとりの「生きる」を大切にしながら日々を送ること。「ひとりじゃない」と感じられる環境がある
ことの大切さ。誰もが「わたしなり」の生き方を見つけ、生きていけるような社会に向けて自分のできるこ
とを見つけ、動いていこうと改めて感じることができました。（２月SDセミナー）

⃝　�今日の働き方改革の取り組みの話を聞いて、これからも改革のキーとなるのはワークシェアリングだと改め
て感じました。優秀な人材に業務が偏りがちになりますが、そこを如何に全員力で乗り切っていくのか、今
後の病院の課題だと思います。（３月SDセミナー）

⃝　�理論を説明されるものではなく、実際に育児や研究をされてきた中での状況や思い、また働き方見直しに取
り組まれた内容や成果だったので、大変聴きやすかったですし参考になりました。（３月SDセミナー）
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３－２　市民公開講座

【日　　時】令和６年12月15日（日）10：30－12：30
【場　　所】文教スカイホール（文教キャンパス）
【参 加 者】121名
【テ ー マ】海洋分野における働き方の未来

【プログラム】
開会挨拶　門脇知子�（長崎大学副学長／ダイバーシティ推進センター・セ

ンター長）
第 １ 部　水産業における働き方の現状と先進的な取り組み
　　　　　「将来の水産業と地域活性化を担う人材育成」　
　　　　　　広瀬美由紀
　　　　　　�（長崎大学水産学部・准教授／ながさきBLUEエコノミー・

人材育成部門担当）
　　　　　「水産業における働き方の現状」　　　　
　　　　　　松下吉樹（長崎大学水産学部・教授）
　　　　　「水産現場での多様な人材と働き方」　　
　　　　　　竹下千代太氏（株式会社天洋丸・代表取締役社長）
　　　　　　座長：吉田朝美（長崎大学水産学部・准教授）
第 ２ 部　水産業における働き方の未来について考える（パネルディスカッション）
　　　　　　竹下千代太氏（株式会社天洋丸・代表取締役社長）
　　　　　　荒川和美氏（長崎鶴洋高等学校・教諭）
　　　　　　松下吉樹（長崎大学水産学部・教授）
　　　　　　細田尚美（長崎大学多文化社会学部・准教授）
　　　　　　広瀬美由紀（長崎大学水産学部・准教授／ながさきBLUEエコノミー・人材育成部門担当）
　　　　　　山本悠理（長崎大学院水産・環境科学総合研究科・博士前期課程２年）
　　　　　　座長：矢内琴江（長崎大学ダイバーシティ推進センター・副センター長）
閉会挨拶　長富潔氏（日本水産学会九州支部・支部長）

【開催内容】
私たち人間社会は、これまで海の恩恵を受けてきた。しかし今日、海洋汚染、地球温暖化による海洋資源の枯渇
といった地球規模の課題を抱えている。それに加えて、漁業の担い手不足問題も深刻である。労働の場としての漁
業は、従来男性中心の環境であり、その改善に取り組むことは喫緊の課題である。本シンポジウムでは、海の豊か
さを守りながら、私たちが生きていくためには、いまどのような未来を描くことができるのか、多様な専門分野・
立場からの登壇者とともに考えた。

第１部　水産業における働き方の現状と先進的な取り組み
まず広瀬美由紀准教授からは、本学が推進する「ながさきBLUEエコノミー」において取り組む水産人材育成プ
ラットフォームの仕組みについて紹介がなされた。学生、企業・行政の若手を対象に、多面的・俯瞰的に課題を捉
える力の育成を目指している。このプラットフォームでは連携している北海
道大学、琉球大学、本学が、それぞれの特徴ある取り組みを活かした教育シ
ステムを構築している。現在、これら３大学の教育プログラム間で交流が行
われている。また今後は、「サイエンスアイランド高島」を人材育成の拠点
としていく計画である。
次に松下吉樹教授からは、DE＆Iの視点から水産業における働き方につい
て講演がなされた。今日、米国水産学会では水産分野におけるDE＆Iが必須
の課題として指摘されているが、日本の水産分野は後れをとっていることが
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指摘された。しかし、かつての漁村には多くの女性たちが漁業の担い手として働いていたことや、漁だけではない
多様な仕事が存在していたことが紹介された。ところが現在の漁村のイメージは、学生たちに聞いてもネガティブ
なものが多い。また実際に、多様な人材の育成や受入れの環境が整っていない現場も多く存在する。政府は、農林
水産業におけるダイバーシティ推進に着手しているものの、水産業への取り組みはまだ十分ではない。その一方で、
水産業において活躍する外国人技能実習生の数は年々増加している現状がある。
また他方では生産者側からの新たな試みが生まれている。長崎の丸徳水産では、
女性生産者が中心になり、商品化されなかった“嫌われものの魚”から加工食品を
作り出しており、環境問題に配慮した漁業が目指されている。これらを踏まえ
て松下教授は、多様な価値観をもつ人々が水産業に参画することで、これまで
水産業が追求してきた、美味しさや新鮮さ、漁獲量といった価値だけではなく、
新たな価値の創造や、地球環境に対応した漁業を生み出すことにつながると述
べた。
最後に竹下千代太社長から、株式会社天洋丸における取り組みについて講演
していただいた。1947年に、竹下社長の祖父が立ち上げた天洋丸は、現在橘湾
内でまき網漁、養殖などを行っている。2001年に、竹下社長がUターンで天洋丸
に戻って来た時、担い手不足という深刻な問題を抱えていた。そこで、新たな担い手を確保するために、2017年か
ら技能実習生としてインドネシア出身の漁師を受け入れ始めた。コロナ禍であった2021年には「一年漁師プロジェ
クト」を開始し、2024年には様々な取り組みが評価され、Nぴか認定を受けた。このような取り組みの前進の背景
には、これまでの水産業にはなかった改革があった。例えば、労働環境整備として労働時間の見直し、年間休日の
設定、漁師体験の積極的受入れ、そして居住環境の整備として社員寮の建設である。インドネシア出身の漁師たち
が安心して暮らすことができるようお祈りのスペースも確保されている。以上のような改革により、天洋丸ではさ
まざまな社員たちが個性や力を発揮している。インドネシア技能実習生たちは、雲仙市インドネシア料理研究会を
発足させ、インドネシアの食文化を通じて地域の人と関わりを深め、「ニボサンバル」というヒット商品を生み出
した。県外で働くリモート社員は、SNSなどを用いた宣伝・広報活動や、オンライン上での様々な事務作業を担っ
ている。さらに一年漁師として入った社員は、漁業とは異なる業界での経験（例えば、ラーメン屋社員、飲食店勤
務）を活かしながら天洋丸での業務を行っている。またこの取り組みは女性が漁師の世界で働くきっかけともなり、
天洋丸では女性漁師が働きやすいよう、船へのトイレの設置、生理休暇の有
給化と日数の増加、就業規則の改訂などを行った。また本学の多文化社会学
部出身の女性卒業生も一年漁師となり、語学のスキル等を生かしながら技能
実習生のフォローや英語による天洋丸の情報発信などに取り組んだ。このよ
うに、一年漁師は天洋丸に新しい風をもたらしていた。
しかしこうした改革にも関わらず、必ずしも順風満帆とは言えない。不漁
による資金不足は特に深刻な課題である。また多様なバックグラウンドを持
つ人々が働くことにより、漁業の勤怠管理の難しさ、既存の就業規則とのズ
レ、価値観の世代間でのギャップによる人間関係といった問題も生じている。特に人間関係の問題に関して、竹下
社長はアンコンシャス・バイアスが一つの要因となっていることを指摘した。こうした課題を解決するために、社
会保険労務士との月１回の面談や、定期的な社員研修などを実施している。以上のことから、竹下社長は、水産現
場でも時代の変化を受け止め、価値観・考え方の違うひとりひとりに寄り添う柔軟な対応が必要であることを述べ
た。また竹下社長は、天洋丸の取り組みは決して「成功事例」ではなく「もがきながら取り組んでいる現在進行形」
の取り組みであるとも述べられた。

第２部　水産業における働き方の未来について考える
第１部での報告を踏まえて、異なる分野・立場の登壇者を迎えて議論を行った。まず第２部からの登壇である３
名に自己紹介をしていただいた。多文化社会学部・細田尚美准教授からは、自身が研究しているアラブ首長国連邦
の多文化共生の特徴について話されるとともに、多文化社会学部の学生たちと天洋丸を訪問し、実際に外国出身の
漁師や１年漁師の先輩たちと交流したフィールドワークが写真とともに紹介された。次に長崎鶴洋高等学校水産科
の荒川和美教諭からは生徒たちと食品開発に取り組む中で、環境問題の解決を試みたり、女性社長との出会いによっ
て取り組みが成功したりした経験を紹介された。最後に大学院水産・環境科学総合研究科博士課程２年の山本悠理
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さんからは、自身の研究である
養殖技術の開発に関して紹介が
あり、今後養殖業者の助けにな
る研究をしていきたいと述べら
れた。またこうした研究の背景
に、漁港の近くで育った経験が
あることも述べられた。さらに、
第１部の登壇者である松下教授
からは、第１部の感想として、予測が困難なこれからの社会の変化に対応していくためには、さまざまな人たちが
知恵を出し合っていくことが大事だと思ったと述べられた。ディスカッションでは、高校生を対象にした人材育成
の取り組みがあるかという会場の高校生からの質問に対して、広瀬准教授、山本さん、竹下社長がそれぞれの立場
で取り組みを紹介した。さらに竹下社長からは、地方の一次産業の抱える課題として、若手の雇用の難しさ、漁業
だけでは収入の確保が難しいことなどについての発言がなされた。そして細田准教授から竹下社長に、外国からの
労働者が、組織の中だけではなく、地域の中で暮らしていくために大学生たちにできることは何かという質問がな
された。竹下社長は、外国からの労働者は単なる労働者として外国から来ている人ではなく、地域の中の生活者に
なっていること、外国からの漁師たちも一人ひとり全く異なる背景や個性を持っていることを話され、だからこそ
色々な人たちが関わったり、理解したりすることが大事であると回答した。また荒川教諭からは、卒業生の中に水
産業で働きたい女子生徒たちがいるが、受け入れる企業が少ない現実があるため水産業が変わっていく必要あると
いう指摘がなされ、天洋丸が若者たちの力を引き出す取り組みをしていることに対する期待が述べられた。最後に、
山本さんからも、自身の周りでも水産業に対するネガティブなイメージを持っている人が多いので、今回のように
ダイバーシティの視点から水産業のさまざまな取り組みに触れ、そのようなイメージを払拭できればいいと思うと
いう発言がなされた。
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３－３　JSTダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）最終報告会

本学は令和元年度にJST「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）」に採択され、６年間にわた
り取り組みを進め、間もなく終了しようとしています。そこで、３月６日（木）14時～ 16時10分に、これまでの
取組を総括し、さらなるダイバーシティ推進のための課題と展望を報告する最終報告会を以下のプログラムで開催
しました。当日は約60名がオンラインで参加し、その様子は長崎新聞、NHK長崎などでも広く報道されました。

【日　　時】令和７年３月６日（木）14時－16時10分
【実施方法】Zoom
【プログラム】
⑴　事業概要とその成果

矢内琴江�副センター長・准教授・コーディネーター
⑵　女性研究者たちと考える新しい研究力とリーダーシップ

登壇者：�相原希美�助教（生命医科学域（薬学系））、宮﨑幸子�助教（熱
帯医学研究所）、吉田朝美�学長補佐・准教授（総合生産科
学域（水産学系））、賽漢卓娜�教授（人文社会科学域（多文
化社会学系））、髙村敬子�教授（生命医科学域（医学系））

コーディネーター：矢内琴江
⑶　病院が挑戦する働き方の見直し

事例報告：�薬剤部（大山要�教授・部長／今村政信�主任薬剤師）、麻
酔科（東島潮�講師）、形成外科（岩尾敦彦�准教授・医局長）

病院長コメント：尾﨑誠�病院長
コーディネーター：�南貴子�大学病院メディカル・ワークライフバランスセンター長・准教授

【開催内容】
まず森口理事による開会挨拶では、本学のミッションであるプラネタリーヘルスの実現の基盤としてダイバーシ
ティ推進が位置付けられ、取組が行われている主旨の説明がありました。続いて、矢内副センター長より先端型事
業の概要とその成果が説明されました。令和７年２月時点では、先端型事業で設定したすべての目標値を上回る成
果を出すことができたという報告がなされました。さらに女性教員比率に関しては、国立大学協会による「第21回
追跡調査」によると、全国の総合国立大学（女子大学を除く）では１位というとの報告もありました。
続いてのセッション「女性研究者たちと考える新しい研究力とリーダーシップ」では、センターのさまざまな支
援制度を活用していただいた５名の研究者を迎えて、研究とライフイベントを両立しながら研究に取り組まれてい
る経験や、学部や大学のマネジメントに関わられている経験から、研究力やリーダーシップ力についてディスカッ
ションしました。宮崎先生、相原先生からは、チームで研究を進めていく力や、院生にテクニカルスタッフとして
サポートしてもらうことが院生の教育の機会になるなど、新しい研究力や、若手の育成のあり方が話されました。
続いてリーダーシップについて、学長補佐をされている吉田先生や学会など留学生や若手を交えた研究活動を行う
賽漢卓娜先生からは、部局や国境を越えた活動がリーダーシップを育成する契機となったことが話されました。ま
た髙村先生からは、教授になることがゴールではなく、より研究を発展させていく契機としていくことが重要であ
るという発言もありました。さらに発表者からは、今後の課題として、女性研究者・リーダーのロールモデルが少
ないことや、女性研究者支援の課題を捉える際に、ジェンダーだけではなく、エスニシティや世代なども考慮して
捉える必要性などが指摘されました。
「病院が挑戦する働き方の見直し」のセッションでは、「病院の働き方見直しプログラム」に参加した診療科の
中から３チームが登壇し、プログラム終了後に取り組んだアクションの事例報告をしていただきました。薬剤部か
らは、プログラム参加時に始めた「メンター制度」や「シェアシート」の活用例や、育児などによる時短勤務職員
の交流会の定期的な開催が報告されました。麻酔科からは、他の国立大学病院と比しても手術件数の多い本学の麻
酔科スタッフがその力を発揮できるよう、特定行為看護師や麻酔科専属臨床工学技士へのタスクシフトを進めなが
ら業務の改善とスタッフの意識改革を進めてきた事例が報告されました。そして形成外科からは、現在、若手や学
生がもっと形成外科へ関心を持つことができるように始めた取組である手術の見直しが紹介されました。頭頸部再
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建手術は術者にとってはやりがいがあるもの
の、若手やよく知らない人にとっては手術が
長い、きついと敬遠されがちなので、この手
術の手順の見直しと手順の定型化によって手
術時間の短縮を進めたという報告でした。そ
して最後にこの取組により若手も中心に主体
的に考えていくことができるようになったと
話されました。以上の報告を受けて、尾﨑病
院長からは、病院として取り組まれてきた働
き方改革の説明とともに、各部署で取り組み
をしていくことでより働きやすい環境ができ
ると思うので、今後も進めていただきたいと
いうコメントがなされました。
以上の成果報告を受け、山村康子JSTプロ
グラム主管から、女性研究者在籍率、女性教授在籍率の高さについては大きな成果であること、５名の女性研究者
の発表から事業による支援が有効であったことなど、本事業の成果を高く評価するコメントと、今後ロールモデル
の構築が課題である旨の指摘をいただきました。また「働き方見直しプログラム」には、若手が積極的に参画して
いることが評価されました。この成果を病院だけではなく大学全体、そして全国への波及してほしい旨のコメント
がなされました。
最後に永安学長からは総括としてコメントをいただきました。まず５名の女性研究者の発表からは、「昨今の社
会情勢が変わる中で、ロールモデルを作ることは難しいので、新しい時代のロールモデルを意識して作っていただ
いているものとして受け止めました」と述べるとともに、ディスカッションの中で指摘された、さまざまな意見を
出せるようにする必要性については、「執行部として、出てきた意見をしっかり受け止めていかなければならない
と考えている」と述べられました。また、キャリアパスの実現、執行部への登用、理工系の女子学生も増やしてい
くことなども、取り組むべき課題であるとして挙げ、そして男女が同等に活躍できるようにしていく必要があり、
ダイバーシティ推進センターが行っているさまざまな支援制度はこれからも継続させていきたいと述べられまし
た。次に「病院の働き方改革」については、スタッフ全体の改革として取り組まれている報告であったという感想
とともに、今後もさらに進めていくよう、大学執行部としても取り組みたいと述べられました。また研究大学とし
ては、国立大学全体で課題となっている博士号取得の増加とも関わって、医師の研究力の向上と、博士号を取得し
た医師の維持が課題になってくると述べられました。以上の課題を踏まえつつ、「今後もダイバーシティ推進セン
ターを中心にしっかりと歩みをすすめていきたい」という発言と、これまで本事業に関わったすべての方々とJST
への謝辞が述べられました。
閉会の挨拶では、門脇センター長が、本事業の成果は学長のリーダーシップ、各部局長、そして全教職員が問題
意識をもって取組を進めてきた成果であると述べられ、これまで関わっていただいた学内外のすべての方々への感
謝の言葉を表しました。最後に「この報告会でいただいたご意見を新たなステージに進むための今後の糧として、
今後も精進してまいりたいと思います」と述べられました。
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４．両立支援および地域貢献

４－１　長崎大学文教おもやい保育園

長崎大学は、内閣府「企業主導型保育事業」を活用し、平成29年４月１
日に文教キャンパス内に「長崎大学文教おもやい保育園」を開設しました。
学内保育園の設置は、坂本キャンパス地区に置かれた「長崎大学病院あじ
さい保育園」に続き２箇所目です。

今年度、本園は開園から８年目を迎えました。令和４年度より、０歳児クラスの保育の予約制を導入し、保護者
（本学教職員）が安心して職場復帰できるよう仕事と育児の両立を支援するとともに、利用者の満足度の向上に努
めるなど、教職員が出産後も安心して仕事や研究に専念できる環境を整えています。

�
本保育園では、子どもたち一人ひとりの個性が尊重され、心身ともに健康で豊か
な心を育てることを理念とし、思いやりの気持ちを持って、お友達と楽しく毎日
を送ることができる保育を行います。子どもたちは、季節ごとの行事を通して、
季節感や日本の文化、異文化について学び、豊かな感性や情緒を育んでいます。
保育園の畑で、種まき、水やり、収穫を体験し、その時季の食材を使って調理を
する「食育」にも力を注いでいます。また、「リズム遊び」「集団遊び」を取り入
れた幼児教育にも力を入れています。

保育園名：長崎大学文教おもやい保育園
設置場所：長崎市文教町１番14号（文教キャンパス内）
建築面積：252㎡
定　　員：37名
在園児数：�31名（０歳：７名、１歳：４名、２歳：７名、３歳：

４名、４－５歳：９名）（令和７年１月１日現在）
対象児童：�０歳から就学前まで（本学に勤務する教職員の養

育する子）
開園時間：月曜から土曜日（７：00－18：00）
そ の 他：�自園調理。ウッドデッキから続く園庭及びダイバー

シティ推進センター横に畑を整備（なかよし畑）。
保育室の広さ及び保育士人数は、認可保育園基準
を満たしています。

開 園 日：平成29年４月１日

通年　リズム遊び

プール遊び クッキング 畑作業

異文化交流
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４－２　長崎大学ワークスタイルイノベーション（ＷＳＩ）
　　　　（働き方見直しプログラム）：大学病院

令和元年度文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境イニシアティブ（先端型）」に採
択されたことを機に、平成27年度より取り組みを進めてきた働き方改革を、令和元年度より働き方改革の実施が難
しいとされる医療・医学研究分野の大学病院へ導入しました。女性研究者はもとより若手研究者のワーク・ライフ・
バランスを推進する計画であり、全国の医療・医学研究機関への高い波及効果を目指しています。
６年目となる今年度は、本取り組みを総括することを目的に、これまで参加した診療科等を対象に、取り組み終
了後の働き方の状況の実態を把握するアンケート調査及びヒアリング調査を実施しました。

１　プログラム実施部署一覧
５年間で参加した部署は、延べ13部署です。

令和元年度 外傷センター 看護部国際医療センター 高度救命救急センター

令和２年度 外傷センター 形成外科 産科・婦人科

令和３年度 小児科 麻酔科 産科・婦人科

令和４年度 眼科 薬剤部 �

令和５年度 皮膚科 耳鼻咽喉科 �

２　アンケート結果
アンケートは、本プログラムに参加した診療科等の構成員を対象に実施し、プログラム終了後の働き方をめぐる
状況の実態について把握するために実施しました。

【回答数】88人／ 334人
【実施期間】令和６年７月26日－10月24日（各診療科へのヒアリング前に実施した）
【実施方法】Formsによる回答
【アンケート内容】
Q１　所属する診療科名
Q２　働き方見直しプログラム終了後、職場の様子について変化を感じましたか。

（※実施当時、所属していなかった場合には、この質問は回答不要です。）
□すごく感じた
□まあまあ感じた
□あまり感じていない
□感じていない

Q３　問２の回答の理由を具体的に教えてください。
（※実施当時、所属していなかった場合には、この質問は回答不要です。）

Q４　いま、ご自身の職場の働き方に関して素晴らしいと思っているところについて教えてください。
Q５　�いま、ご自身の職場の働き方に関してで「もっとこうだったら良くなるだろう」と思うことについて教え

てください。
Q６　�Q３での回答をもっとよくするために、あるいはQ４での回答を解決するために、「こんなアクションを

してみたらどうか」というアイディアがあれば教えてください。
Q７　�最後に、より良い医療のための働き方を実現していくために、組織や大学として取り組む必要があると考

える課題などがあれば、教えてください。

ダイバーシティ推進センター事業について

－ －38



【結果の概要】

Q２でプログラムの効果を感じていると回答した人の自由記述欄には、「小さなことでも声があがるようになっ
た」「カンファレンスの時間が短くなった」「医局員の意識改革が進んだ」「協力し合う関係は作られてきた」といっ
た記述がみられます。効果を感じていないという回答の自由記述欄には、「仕事量は変わらず忙しい」「実施されて
いたことを認識していなかった」「勤務状態に変化はなかった」といった回答もありましたが、「もともと働きづら
いと思っていなかったので」という回答もありました。
Q４の職場の素晴らしい点については、「医局の雰囲気が良い」「協力して業務ができる」「相談しやすい」「休み
を取りやすい」「医療に真摯であること」など人間関係や職場風土の良好さが述べられていました。
Q５の課題に感じている点については、「マンパワー不足」「待遇の改善」などが多く指摘されていました。また
その解決には、情報共有の電子化を進めることや、チーム制の推進などがあげられていました。

３　ヒアリング調査
８月から10月にかけて、参加チームへのヒアリングを対面で実施しました。ヒアリングは、参加したチームの働
き方見直しのリーダー及びチームのメンバーに対面で、プログラム参加後に行った取り組みなどを中心に聞き取り
を行いました。聞き取りに参加したのは、門脇知子センター長、矢内琴江副センター長、西中須妙子ワークライフ
バランス・コンシェルジュ、南貴子メディカル・ワークライフバランスセンター長（働き方見直し推進委員）です。

【実施部署・実施日時】

診療科名 実施日時

耳鼻咽喉科 令和６年８月６日（火）17時30分－18時

高度救命救急センター 令和６年８月７日（水）14時30分－15時10分

形成外科 令和６年８月26日（月）10時－10時40分

看護部（国際医療センター） 令和６年８月28日（水）14時－14時30分

小児科 令和６年８月28日（水）15時－15時30分

麻酔科 令和６年９月３日（火）10時－10時30分

外傷センター 令和６年９月５日（木）13時30分－14時

眼科 令和６年９月４日（水）14時－14時40分

皮膚科・アレルギー科 令和６年９月20日（金）16時－17時

薬剤部 令和６年10月２日（水）15時－16時

産科・婦人科 令和６年10月24日（木）14時－15時
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【主な質問内容】
⃝　�取り組みの終了後、貴診療科の働き方はどのように変化しましたか。
⃝　�診療科として、どのような取り組みをされてきましたか。
⃝　�終了後、どのような課題がありましたか。
⃝　�その課題に対しては、どのように解決しましたか、しようとしてきましたか。
⃝　�現在、取り組んでいること、課題だと感じていることなどについて教えてください。
⃝　�今後、取り組みたいと考えていることがあれば教えてください。
⃝　�組織や大学として取り組む必要があると考える課題などがあれば、教えてください。

【聞き取りの概要】
このヒアリングにより、プログラム終了後、さまざまな取り組みが実施されていることが明らかになりました。
多くのチームから、このプログラムが部署内の意識改革につながったという声が聞かれました。一方で、アンケー
トの記載にもあったように、業務量の多さ、マンパワー不足などは多くの部署で共通する課題でした。

（終了後の取り組み実施例）
ご意見箱の継続実施／シェアシートの実施／ワンポイントアドバイスの実施／カンファレンスのリマインドの実施
／多職種のスタッフとの定期的な意見交換会の実施／手術の見直しの実施／シフトの組み方の工夫による業務負担
の軽減、研究日の確保／主治医制からグループ制への移行／ロボット手術の導入／オンコール用携帯電話の増加に
よる仕事の効率化／医局会・カンファレンスの時間短縮／カンファレンスの効率的な運用の実施／シフトの工夫に
よる当直医の負担軽減／情報共有のデジタル化／他の職種へのタスクシフト／ホワイトボードを活用した情報共有�
等
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４　事例集の作成
ヒアリングの内容をもとに、本プログラムで実施された取り組み及びプログラム終了後の取り組みをまとめた事
例集「長崎大学�病院の働き方見直しのすゝめ」を作成しました。学内の各部署、県内の病院等に配布しました。
このリーフレットは、当センターのホームページからもダウンロードが可能です。
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５　事例報告
３月６日に開催された「JSTダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）最終報告会」では、「病院
の挑戦する働き方の見直し」と題したセッションで、本プログラムに参加した薬剤部、麻酔科、形成外科の３チー
ムに事例報告をしていただきました。詳細については、35ページをご覧ください。

６　これまでの主なメディア等の報道
本プログラムは県内外で関心が高く、各種メディアで報道されました。以下にその一覧を示します。
⃝　�『Medical�Science�Digest』2024年８月号（北隆館、ニュー・サイエンス社）への掲載
⃝　�「医師の働き方改革　医療現場で進む模索～長崎大学病院編」、NHKジャーナル、2024年７月８日
⃝　�「診療看護師導入で負担軽減：長崎大�病院の働き方改革�主題にシンポジウム」、長崎新聞、2024年２月29日
⃝　�「４月から勤務医にも時間外労働に上限「病院の働き方改革」長崎大学がシンポジウム《長崎》」、NIB長崎

国際テレビ、2024年２月28日
⃝　�「令和４年度病院の働き方改革シンポジウム」、�NIB長崎国際テレビ、�2023年３月９日
⃝　�令和２年度IDE（国立大学協会）セミナーでの事例紹介
⃝　�『現代の高等教育』（IDE大学協会機関誌）への掲載
⃝　�『ポリモルフィア』第６号（九州大学機関誌）への掲載
⃝　�30万人以上の医師が登録する日本最大級の医療従事者専用サイト『エムスリー株式会社』に取組記事の掲載
（2020.10.30から計４回）

⃝　�『ケアネット』における連載記事の掲載
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４－３　ライフイベントに関する相談窓口

長崎大学ダイバーシティ推進センターでは、平成27年より介護コンシェルジュを配置していました。令和６年度
より「ワークライフバランス・コンシェルジュ」へと変更になり、これまでの介護の相談に加え、ライフイベント
時に伴う諸問題に対する相談へと拡充しています。
教職員の子育て、家族の看病、介護に伴う離職を防ぐとともに、現在抱えている不安や悩みを取り除き、能力を
発揮できるよう支援していきたいと考えています。ライフイベントに関わるすべての相談をお受けしています。長
崎大学で働き学ぶすべての方を対象としています。

【相談日時】
平日９：00－17：00（事前予約制）
※17：00以降の面談は応相談

【相談場所】
文教キャンパス　ダイバーシティ推進センター
坂本キャンパス　大学病院・保健学科・医歯薬学総合研究科
片淵キャンパス　経済学部

【相談方法】
対面、電話、メール、オンライン（Zoom）

【相談実績】（令和６年度５月～令和７年３月）
相談　34件

職員, 14,
54%

教員, 9, 
34%

学生・院生, 2,
8%

その他, 1,
4%

相談者

↑1月までの実績 年度末に追加
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介護15

44%

出産育児 11
32%

研究者 4

12%

合理的配慮１   
       

その他 3
9%3%



４－４　仕事とライフイベントの両立に関するイベント

介護やライフイベントを抱えながら、仕事や研究を安心して継続できるように支援いたします。
また、仕事とライフベントの両立のために共に考え学びの場として「両立セミナー」を開催しています。

仕事と介護の両立サポート　教職員相談会

現在、または将来の介護に不安を抱える教職員のみなさまに、仕事と介護を両立していただき、安心して仕事を
続けていただけるよう教職員相談会を開催しました。

【日　時】令和６年７月19日（金）、11月８日（金）
【場　所】大学病院中央診療棟１階　面談室
【対応者】井口�茂教授（生命医科学域　保健学科）
　　　　　西中須�妙子（ワークライフバランス・コンシェルジュ）

大学病院メディカル・ワークライフバランスセンターより依頼
を受け、今年度も２回、大学病院内にて教職員相談会を設定しま
した。病院にて周知していただきましたが、開催日の相談申込は
なく、両日ともに０件でした。
この設定日以外で、大学病院（坂本地区）の教職員から直接当
センターへの相談の連絡があり、電話・メール・対面でそれぞれ
面談を実施しております。

仕事とライフイベントの両立サポート　教職員相談会

【日　時】令和６年８月27日（火）９：00－18：00
【場　所】ダイバーシティ推進センター、オンライン
【対応者】西中須　妙子（ワークライフバランス・コンシェルジュ）

当日は２件（文教キャンパス１件、電話１件）の相談がありま
した。相談内容は、ライフイベントと仕事の両立と、親の介護と
仕事の両立に関わるものでした。介護の相談では、地域の包括支
援センターのスタッフとも連携し、より具体的で施設等の最新の
情報を収集し、情報の提供を行うことに努めました。
相談者より「このチラシを見て、ここに相談できるんだと思い
ました。誰に相談して良いか分からなかったので良かった」
「また分からないことが出てきたら連絡させてほしい」などの声
が聞かれました。
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仕事とライフイベントの両立セミナー

令和６年度は９月と２月に２回開催し、公開講座としました。
９月は「介護と仕事の両立」、２月は「仕事とがんの治療との両立」をテーマとしました。

【第１回】令和６年９月11日（水）14：30－16：00
【講　師】土屋知洋氏
　　　　　�（長崎市医師会理事/ちひろ内科クリニック院長）
【コーディネーター】井口茂教授（生命医科学域　保健学系）
【開催方法】Zoom
【参 加 者】　45名

　　元気なうちから、これからの生き方や人生の最期を考える
� ～「元気なうちから手帳」「人生会議」から見えること」～

長崎市では、令和２年３月、長崎市地域包括ケア推進協議会監修
のもと「元気なうちから手帳」を作成、発行されました。自ら希望
する医療ケアを受けるために、大切にしていることや望んでいるこ
と、どこでどのように医療やケアを望むかを自分自身で前もって考
え、周囲の信頼する人たちと話し合い、共有することが重要です。
この「元気なうちから手帳」の作成委員でもあり、在宅医療に携わ
り、アドバンス・ケア・プランニング「人生会議」の普及にも取り
組まれている土屋先生よりご講演頂きました。自身の将来・家族の将来・大切な人の将来に慌てることなく対応で
きるよう、本学教職員のワークライフバランスの実現のために考える機会とし、対象も一般まで広げ公開講座とし
ました。

参加者の声
⃝　�親を見送ったばかりなので、よくわかりました。自分や自分の世代の家族も、今後元気なうちから手帳を活

用していきたいと感じました。
⃝　�親が元気なうちにと焦る気持ちがあったが、焦らずに帰省した時の会話の中で少しずつ聞けることから知ろ

うとするだけでも良いのだとわかり安心できた。
⃝　�実例を交えながらお話ししていただけたので、自分の人生においても、どのようなことをやっておくべきか

想像しやすく、考えるよいきっかけになりました。
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【第２回】令和７年２月27日（木）14：00－15：30
【講　師】柴田敦巨氏　（猫舌堂創設者ブランドマネージャー）
【コーディネーター】矢内琴江副センター長（コーディネーター）
【開催方法】Zoom
【参 加 者】46名

　　「がんを経験した看護師が気付いて築いたおしごとのはなし　～ピアメイドであふれる社会を目指して～」

本学においてがんや慢性疾患を治療しながら働く教職員が少なからずいる状況を鑑みて「仕事とがん治療の両立」
について講演を企画しました。仕事とがん治療を両立し、医療従事者の立場と患者の立場を経験されてこられた、
柴田氏の当時のワークライフバランスの実際をお伺いするとともに、がんの治療に対して正しい認識を持てるよう、
長崎大学・長崎大学病院の教職員の学ぶ機会とし、それにより治療しながらでも安心して働くことのできる職場づ
くりを目指したいと考えました。
今回も対象を一般まで広げ公開講座とし、参加者の１/４が一般参加でした。

参加者の声
⃝　�食べるよろこび、生きるよろこびについて考える時間になりました。
⃝　�当事者の方の当時の気持ちなど生の声が聞くことができました。がんの治療をされてから変化があった食事

のとりかた等、実際の工夫点を聞くことができました。
⃝　�当事者が実際どのように病気や症状と向き合って生活しておられるのか、相手の立場に立って考えることの

大切さを学ぶことができました。
⃝　�「ピアメイド」＝「ユニバーサルデザイン」ということ、本当に誰もが使いやすい、利用しやすいことが大

事だと常々思います。
⃝　�会社で両立支援の制度・環境整備を進めているところです。社員に寄り添う対応について考えることができ

ました。
⃝　�患者さんの体験がこと細かくあって、勉強になることばかりでした。子供用の食器をつかうこと、見た目の

問題、自分は自分、どう生きるかなど、これからのピアサポーター活動に活かされると感じました。
⃝　�当事者が実際どのように病気や症状と向き合って生活しておられるのか、相手の立場に立って考えることの

大切さを学ぶことができました。
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ケアラーサポーター育成研修

介護についての理解を深め、介護の現実と介護支援の必要性を理解し、介護に直面しているケアラー（家族を介
護する人）を地域でささえることのできる人材の育成を行いました。
本学学生、教養教育自由選択科目「ボランティアを通して地域を知る（総合科学科目）」受講対象の学生81名に
２回実施しました。人とのコミュニケーションにおいて、傾聴できるようになること、介護している人（介護者）
の支援について理解できるようになり、地域課題に対する学びを深めることを目的とし、今年度も昨年度同様、岡
島氏、中田氏へ講義して頂きました。

第１回　ケアラーサポーター育成研修「傾聴」

【日　時】令和６年６月19日（水）16：10－19：20
【場　所】Zoom
【講　師】岡島つよし氏（こころ～え代表、心理カウンセラー）
【参加者】77名

岡島先生は冒頭で「僕は中学生の頃にいじめにあい不登校に
なり33歳まで対人恐怖症でコミュニケーション障害でした」と、
話されました。33歳から話し方教室へ通いはじめ、温かい言葉かけに出会い「人間の未来は変わっていく」と感じ、
自身もカウンセラーになることを目指された。現在、話し方講師、日本メンタルヘルス協会公認心理士カウンセラー
として各方面で活躍中です。
まず傾聴の３原則①否定しない②決めつけない③急かさない→①受け止める②確認する③待ってあげるについて
話されました。また随所にチャットを使用し、参加学生からのダイレクトな意見に耳を傾け「〇〇さんの感謝って
意見いいねぇ」「お、この長文は嬉しいですね～」「どんな所にいくんだろう、聞いてみたいですね」など、チャッ
ト内容を随時読み上げられていました。そうすることで、先生と学生との一体感が生まれているように感じられま
した。
講義の合間には、ブレイクアウトとして小グループ（３～４人×20グループ）に分かれ、自己紹介→自分の思い
を話す、という時間が４回設けられました。「経済学部ですが、ボランティアに興味があるんです。傾聴は難しい
と感じました」など率先して意見を出されている様子が見られました。

＜学生からの感想＞
〇学びになったこと
「傾聴といったものを知れたこと」、「傾聴に関してのNG行動を行っていたことを改めて確認することができ、聞
き手側の難しさを実感した。何が正解かがわからない分どのような対応をとれば良いかわからなかったが、場面場
面で使い分けたり、聞き手に安心感を与え、私に話してもいいなと思われるよう聞く際の自分の態度をまず改めよ
うと思った」
〇普段のコミュニケーションでどんなことに悩んだり困ったりしていたか
「自分はよく相手からごめん興味ないよね、と言われることがあって自分的にはそんなことないのでどうしたらい
いのかな～と思うことがあったが、今日の講義を聞いて自分は普段そうやんな、それな、を連発していることに気
づきました。自分としては共感しているつもりだったのですが相手からすると話を聞いてくれているのかという気
持ちになっていたのかなと思いました」、「人の気持ちが理解できないことがあった」、「自分の意見とは全く違う意
見をもっている人と会話するときにどう反応したらよいか困る」
〇研修を受ける前と受けた後での変化について
「会話は、自分から意見を次々に言わなければいけないと考えていましたが、相手の気持ちを理解して共感する言
葉を伝えることもコミュニケーションなのだと感じました」、「人との話し方について、講義後から真摯に取り組む
ことができると思う」、「今すぐいろんな人と話したい」
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第２回　ケアラーサポーター育成研修「認知症サポーター養成講座」

【日　時】令和６年７月３日（水）16：10－17：50
【場　所】教養教育講義棟A－24
【講　師】中田憲太氏（長崎市西浦上・三川地域包括支援センター認知症地域支援推進員）
【参加者】71名

今回の講義は「認知症サポーター養成講座」の流れに沿っての内容でした。認知症地域支援推進員は、各包括支
援センターに１人ずつ配置されており、随時養成講座を開催されている。講座の対象は小学生～高齢者までと幅広
く、対象に合わせて教材も少しずつ異なるとのことでした。学生の中にもこれまでにこの講座を受講したことがあ
ると１～２名の手が挙がっていました。
現在、日本の高齢化率は29％、長崎県では34.2％と全国を上回る状況となっています。そこで大切になのが地域
の連携であり「認知症」への理解です。この「認知症サポーター」が増えることにより、地域の中で、見守り・声
掛けの機会が増え「１人歩き」（徘徊）の高齢者への協力（通報）が増えることで、早期発見に繋がり安全に帰宅
できている状況が増えています。もし、地域の誰もが無関心であれば「１人歩き」の高齢者への異変に気付くこと
なく、悲惨な最期を迎えてしまった事例もあるとのことでした。１人ひとりの少しずつの意識の変化で認知症の人
の地域での生活の継続に繋がっていきます。
受講後の学生アンケートのより、地域包括支援センターを「知っていた56％」「知らなかった44％」、認知症サポー
ターについては「知っていた20％」「知らなかった80％」でした。また、今後自分が介護をする立場になる可能性
があると思いますかについては、「あると思う93％」「ないと思う７％」の回答でした。93％もの学生が、自身が介
護をする立場になる可能性があると感じていことに、高齢社会の現実を自身の問題として考えているということが
分かりました。

記念撮影（認知症サポーター養成講座の受講カードを手に持って）
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４－５　ライフイベントサポート／情報提供

介護準備ハンドブック「介護準備のABC ～働くあなたのために～」

仕事と介護の両立のための情報提供の一環として平成27年度に「介護準
備のABC～働くあなたのために～」を作成し、今年度も引き続き配布しま
した。規則改訂に伴い、随時（令和６年１月）改訂版デジタル冊子を発行
しています。

現在、介護をしている方だけでなく、これから介護をする可能性のある
多くの方にご活用いただけるハンドブックとなるよう、地域の相談窓口や
介護保険（要介護認定）の申請方法、具体的なサービスや施設の説明、本
人を取り巻く親や親せき等、介護の可能性を考えるための図解や具体的な
介護の始まり方の例、仕事と介護の両立例など、できる限りわかりやすい
表現を使い、必要な情報を掲載しています。
本センターホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

出産・育児ハンドブック「出産・育児のABC ～働くあなたのために～」

今後、出産・育児を行う教職員の方々、また、子育て真っ最中の方々に
向けて、妊娠・出産・育児に関する情報をまとめたハンドブックを平成27
年度に作成しました。「育児・介護休業法」の改正に伴い、学内の支援制度
も変更となるため、随時改訂版デジタル冊子を発行しています。

「出産・育児のABC～働くあなたのために～」は妊娠・出産・育児に関
する国や自治体の支援制度をはじめ、長崎大学独自の規定やダイバーシティ
推進センターの支援制度、学内保育園や病院勤務者の支援制度についての
情報をまとめています。地域の保育所等や病児・病後児保育、子育てサポー
ト等の情報についても掲載しています。
本センターホームページに掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

※�配布対象に制限がございますので、本センターにお問い合わせください。
なお、著作権の都合上、複写等はできない旨お伝えしております。
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５．研究力アップ支援

５－１　ライフイベントサポート／研究支援

テクニカルスタッフ

ライフイベント（育児・介護・病気等）により研究時間の確保が困難な研究者に対してテクニカルスタッフ（研
究支援員）を配置し、両立支援を図る制度です。テクニカルスタッフは、研究者の研究活動に必要な研究補助業務
（実験補助、研究データ分析、統計処理、資料作成、文献調査等）をあらかじめ定められた時間・場所にて行います。
研究活動とライフイベントの両立を図る男性研究者の利用が増えてきています。

【利用対象者】
本学に所属する研究者（常勤教員（有期雇用含む）、特任研究員、外国人研究員で、次のいずれかの要件を満たし、
雇用するテクニカルスタッフを自ら推薦できる者）
＜育児＞小学６年生までの子を自身が養育中であること
＜介護＞要介護者である家族を自身が介護していること
＜病気＞�病気を理由に２週間を超えて職務につくことができず、職務復帰後も反復・継続して治療が必要となる

疾病を抱え支援が必要な職員
【テクニカルスタッフ】
①大学院生または学部学生（学業に支障がない等一定の要件を満たしている者）
②学外者（雇用する研究者がテクニカルスタッフと認めており、労働時間等に関し、一定の要件を満たしている者）
【雇用時間】
１日７時間45分以内�週10時間以内の場合は６ヵ月以内,　週20時間以内の場合は３ヵ月以内
【利用状況】

＜上半期（令和６年４月１日～９月30日）＞

No 職名 利用者所属 スタッフ身分 利用資格

１ 助教 薬学部 学部学生 育児

２ 助教 病院 社会人 育児

３ 助教 熱帯医学研究所 学部学生 育児

４ 助教 病院 社会人 育児

５ 助教 医歯薬学総合研究科 大学院生 育児

６ 助教 医歯薬学総合研究科 学部学生 介護

＜下半期（令和６年10月１日～令和７年３月31日＞

No 職名 利用者所属 スタッフ身分 利用資格

１ 助教 病院 社会人 育児

２ 助教 熱帯医学研究所 学部学生 育児

３ 助教 医歯薬学総合研究科 大学院生 育児

４ 助教 病院 社会人 育児

５ 助教 医歯薬学総合研究科 学部学生 介護

６ 准教授 医歯薬学総合研究科 学部学生 育児

７ 准教授 教育学部 学部学生 育児

８ 准教授 多文化社会学部 大学院生 育児
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【利用者の声】
⃝　�研究を中断なく進めることができ、身体的・精神的に助かり支援は有難い。
⃝　�論文執筆に時間を使うことができ、自身が集中する時間が持つことができ感謝する。
⃝　�テクニカルスタッフがいることで仕事を滞らせることなく進めることができた。

リスタートアップ研究費

研究者がライフイベント（出産・育児・介護・病気等）に際し、やむを得ずキャリアを一時中断し、その後研究
活動に復帰した場合に、そのキャリア継続を目的として研究活動の促進または負担軽減のための研究費を助成する
制度です。

【利用対象者】
本学に所属する研究者（常勤教員（有期雇用含む）、特任研究員、外国人研究員）で、次の全ての要件を満たす者
①�産前・産後休暇、育児休業、介護休暇、介護休業、病気休職のため、概ね連続する３か月以上やむを得ず研究
活動を中断した者
②�申請時に、前項の休暇・休業の復帰から12か月以内であり、かつ、リスタートアップ研究費申請時から１年以
上本学において研究を継続する者

※�なお、センター事業におけるテクニカルスタッフ雇用中の研究者および復帰医制度（病院）の利用者には適用
しない。

【助成期間】最大５か月間

【利用状況】
＜上半期（令和６年５月１日～９月30日）＞

No. 利用者職名 利用者所属 助成期間 利用資格

なし

＜下半期（令和６年10月１日～令和７年２月29日）＞

No. 利用者職名 利用者所属 助成期間 利用資格

１ 助教 薬学部 令和６年10月１日～令和７年２月28日 育児

２ 助教 病院 令和６年10月１日～令和７年２月28日 育児

３ 助教 原爆後障害医療研究所 令和６年10月１日～令和７年２月28日 育児

４ 助教 医歯薬学総合研究科 令和６年12月１日～令和７年２月28日 育児

【利用者の声】
⃝　�休業からの復帰時にスムーズに研究活動を再開できるとても良い制度だと感じた。
⃝　�育児と研究の両立を行えるか不安でいっぱいの中、本研究費助成により費用面や精神的な面で安心して研究

を行うことができた。
⃝　�産休・育休時は研究活動に従事できないため復帰時に研究助成金の応募ができない状況であったが、本研究

費助成により研究費の一部を賄うことができ大変ありがたかった。
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５－２　教育・研究サポート人材バンク

教育・研究サポート人材バンクとは、ダイバーシティ推進センターが実験補助、データ入力、文献検索、資料整
理等ができる人材を学内の学生から幅広く求め、当該学生の情報を登録し、教育・研究をサポートする人材を求め
る本学の教育職員等（非常勤の研究員を含む）に、登録情報を提供する制度です。
令和６年度は、登録学生数が23件、教育職員からの利用希望申請が６件あり、登録学生の情報提供を行いました。
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５－３　九州・沖縄アイランド女性研究者支援ネットワーク（Q-wea）

Q-weaとは
九州・沖縄アイランド女性研究者支援ネットワークのことで、九州・沖縄地区において、文部科学省学技術人材
育成費「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（旧女性研究者研究活動支援事業）」をはじめとした女性研
究者支援に携わる大学等により、女性研究者支援や働きやすい環境づくりに関する情報交換、情報共有等を目的と
してネットワークを構築し、長崎大学も参加しています。

Q-wea参加大学（令和６年12月現在）�50音順
大分大学／沖縄科学技術大学院大学／鹿児島大学／九州産業大学／九州大学／熊本大学／久留米大学
／佐賀大学／長崎大学／福岡女子大学／福岡大学／宮崎大学／琉球大学（全13大学）

令和６年度活動実績
活動内容等 日時 場所 出席者

第15回九州・沖縄アイランド女性研究者支援
シンポジウムin佐賀大学　事前打合せ

６月６日（金）
14：30－16：00

オンライン
（Zoom）

門脇センター長
矢内コーディネーター

令和６年度実務担当者連絡会
９月19日（木）
10：00－11：00

佐賀大学
矢内コーディネーター
西中須ワ―クライフバラン
ス・コンシェルジュ

令和６年度
Q-wea理事・副学長ネットワーク会議

９月19日（木）
11：00－11：30

佐賀大学

森口理事
門脇センター長
矢内コーディネーター
西中須ワ―クライフバラン
ス・コンシェルジュ

第15回九州・沖縄アイランド女性研究者支援
シンポジウムin佐賀大学

９月19日（木）
13：00－17：00

佐賀大学 以下参照

Q-wea学習会
９月20日（金）
９：30－11：50

佐賀大学

門脇センター長
矢内コーディネーター
西中須ワ―クライフバラン
ス・コンシェルジュ

第15回九州・沖縄アイランド女性研究者支援シンポジウムin佐賀大学
「私たちの“次の一手”九州・沖縄から拓く女性研究者支援」
【日　時】令和６年９月19日（木）13:00－17:00
【場　所】佐賀大学教養教育大講義室
【出席者】森口勇（理事）
　　　　　門脇知子（副学長／ダイバーシティ推進センター長）
　　　　　矢内琴江（コーディネーター）他
【開催内容】
基調講演は日本大学常務理事・NPO法人ウッドデッキ代表理事である渡辺美代子氏に

「転機を迎えたダイバーシティ推進」と題してお話しいただき、続いてのパネルディスカッションは、第１部「学
術分野におけるポジティブアクションとは」、第２部「今、求められる
研究者支援」の２部構成で行いました。前半の基調講演では渡辺先生よ
り詳細なデータを用いながら大学におけるダイバーシティ推進の意義と
ジェンダード・イノベーションの推進の必要性についてお話がありまし
た。後半のディスカッションには森口理事が第１部に登壇され、本学の
「ダイバーシティ推進の基本方針」に基づくアクションについて紹介し
ました。
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５－４　全国ダイバーシティネットワーク組織（OPENeD）

本組織は、「国立大学法人大阪大学が幹事機関となり、国立大学法人東京農工大学及び日本アイ・ビー・エム株
式会社の協働機関と連携して、科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（全国
ネットネットワーク中核拠点（群））」事業で培ったネットワークを継承した」ものです。その目的は、「女性研究
者等を取り巻く研究環境整備や研究力向上に取組む機関をつなぐ全国ネットワークを構築するとともに、関連する
ダイバーシティ推進の経験、知見の全国的な普及・展開を行い、その波及効果によって、全国のダイバーシティ研
究環境実現に貢献する」ことです。（全国ダイバーシティネットワーク�ホームページより抜粋）。

実施体制と本学の役割
全国ネットワークは、全国ネットワークプラットフォームと全国ネットワーク幹事会を主軸とした実施体制と
なっています。全国ネットワークプラットフォームの構築に当たっては、大阪大学と日本IBMが連携し、ウェブサ
イト（https://www.opened.network）を設置して、女性研究者を取り巻く環境整備や研究力向上等に関する情報
が適切にステークホルダーに届き、有用な成果が波及するような情報発信を行います。
また、地域ごとの連携体制を形成・強化するために、全国を８ブロック（北海道、東北、関東、中部、近畿、中
国、四国、九州・沖縄）に分け、「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ」等の文部科学省科学技術人材育
成費補助事業に採択された大学を中心に、地域ごとの幹事大学を設定し、大阪大学を代表幹事、東京農工大学を副
代表幹事とする全国ネットワーク幹事会を設置しました。また、幹事大学が中心となり、地域ネットワーク組織と
してブロック（地区）ごとにグロック会議を設置しました。
令和６年３月に補助事業が終了した後も、この実施体制を維持し、幹事会は女性活躍推進及びダイバーシティ推
進に関する全国的なグッドプラクティスの共有・普及を図るとともに、全国及び地域の課題等についての議論を通
じ、地域と地域をつなぐネットワーク形成を強化することを目的としています（「全国ダイバーシティネットワー
ク組織幹事会要項」より）。さらに九州・沖縄ブロック会議は、九州・沖縄地域におけるダイバーシティに関する
情報や課題を共有しつつ、ダイバーシティ推進に関する方策を議論することを目的としています（「全国ダイバー
シティネットワーク組織九州・沖縄会議ブロック要項」より）。
本学は、本事業スタート時に、九州・沖縄ブロックの幹事大学として、九州大学及び宮崎大学と共に参画し、当
該ブロックの中心的役割を担う機関として、本事業の推進を図ってきました。令和４・５年度は取りまとめ幹事大
学としてブロックの連絡調整及び事務を担当しました。令和６年度からはブロックの幹事大学は１大学と変更にな
り、本学は幹事大学を担当しました。

令和６年度活動実績
活動内容等 日時 場所 出席者

令和６年度　全国ダイバーシティネットワーク
組織第１回九州・沖縄ブロック会議

５月14日（火）
15：30－16：30

オンライン
（Zoom）

門脇センター長
矢内コーディネーター

全国ダイバーシティネットワーク組織
第９回全国幹事会

２月17日（月）
15：30－17：00

オンライン
（Zoom）

門脇センター長
矢内コーディネーター
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５－５　長崎大学未来に羽ばたく女性研究者賞

長崎大学は、平成28年度に優れた研究成果を挙げた本学の若手女性研究者を学長より顕彰する「長崎大学未来に
羽ばたく女性研究者賞」を創設しました。
これは、優れた研究結果を挙げた長崎大学の若手女性研究者を顕彰することによって、研究意欲を高め、学術研
究の将来を担う優秀な女性研究者の育成及び男女共同参画の促進を目的としています。今年度より、博士課程及び
博士後期課程の女性院生を対象とした次世代女性研究者賞を設け、優秀な若手女性研究者の育成にいっそう力を入
れることとしました。第９回となる今年度は、令和６年６月３日から令和６年８月19日に公募を行い、選考委員会
において慎重に選考を行い、優秀女性研究者賞、優秀女性奨励賞受賞者および優秀次世代女性研究者賞を決定しま
した。
受賞者研究発表会および授与式は、令和６年12月23日、文教キャンパス文教スカイホールにおいて執り行いまし
た。

［対　象］
優秀女性研究者賞および優秀女性奨励賞�本学において研究を行う本
学所属の女性研究者で、かつ、男女共同参画を推進する活動に貢献して
きた50歳以下の助教以上（教授除く）
優秀次世代女性研究者賞�本学の博士課程および博士後期課程の女性
大学院生

［顕　彰］
優秀女性研究者賞、優秀女性奨励賞、優秀次世代女性研究者賞

［受賞者］
優秀女性研究者賞：松永妃都美�准教授（原爆後障害医療研究所）
優秀女性奨励賞：�相原希美�助教（医歯薬学総合研究科（薬学系））
優秀次世代女性研究者賞：王奕寧さん（大学院�水産・環境科学総合
研究科�博士後期課程３年）

［授与式・研究発表会］
令和６年12月23日（月）14：30－15：45
文教キャンパス文教スカイホール

研究発表会は、３人の受賞者からご発表頂き
ました。それぞれの発表は次の通りです。王奕
寧 さ ん�“A�Study� on� Island�Ecotourism�
Development� Models� Based� on� System�
Dynamics:�A�Case�Study�of�Amami-Oshima�
Island”、相原希美先生「免疫複合解析による病
態関連タンパク質の同定」、松永妃都美先生「東
京電力福島第一原子力発電所事故で被災した住
民との放射線リスクコミュニケーションに資する研究」。研究発表後の質疑応答には、学長や理事からさまざまな
質問が出され、今後の活躍への期待が述べられました。会場には大学生の参加があり発表者に応援のかけ声がされ
るなどして、和やかな会となりました。大学生たちにとっても、ロールモデルと出会う機会となったと言えます。
総評として永安学長からは、受賞者への祝辞とともに、受賞者が後輩を育成し、リーダーとして活躍していくこ
とへの期待と、今後も大学として女性研究者をいっそう支援していくことが述べられました。また閉会の挨拶とし
て、森口理事からも受賞者への祝辞と、世界基準での女性研究者の活躍をめざしていくことと、さらには質の高い
研究を発展させていくためには研究における男女共同参画が不可欠であることが述べられました。

（左から門脇センター長、王奕寧さん、相原希美助教、
　永安武学長、松永妃都美准教授）
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